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Vol. 1 事務職

ごみ焼却施設に勤務し、オーバーホールの計画と契約、および設備の点検委託や修理発注を

行っています。担当している設備は焼却炉とボイラー、蒸気タービンです。事務業務だけでな

く、焼却施設運転のための設備の操作及び故障した機器の修理といった現場業務も行っていま

す。

現在の担当業務

普段の生活では見ることができない大型の機械や設備に実際に触れ、仕組みや整備について勉強

ができることに魅力を感じています。ごみが焼却されて灰になっていく様子を見ると、自分の仕

事が社会インフラの一端を担っていることが実感でき、やりがいを感じます。とても多くの設備

があるので、仕組みや操作方法を覚えることに苦労しています。

仕事のやりがい等

幅広い年齢層の職員が勤務しており、アットホームな雰囲気の職場です。機械と電気に精通して

いる職員が多く、困ったときは相談することができます。ほとんどが機械・電気の技術職員なの

で、業務の相談はもちろんですが、趣味の話といった部分でも気の合う方が多いと感じます。

職場の雰囲気

山中 大嗣裕
H31年採用・技術職（機械）

【配属歴】
H31.4.1～ 環境局資源循環部東部環境工場

現役職員の声
Kumamoto CityVol. 3 技術職（機械）

≪ある一日の業務スケジュール≫
8：30 始業
9：00～ 業者と打ち合わせ、現場立会い
11：00～ 報告書確認
12：00～ 昼休憩
13：00～ 工事設計
15：00～ 機器の操作、修理対応
16：30～ 報告書作成
17：15 終業

熊本市は職員に求められる知識と技術が多く、ときに大変なこともあります。しかし、熊本市の

インフラを支え、市民の安定した生活を守ることに喜びを感じることができます。頼れる先輩方

もたくさんいらっしゃいますので、安心して採用試験に臨んでいただきたいです。共に仕事がで

きる日を楽しみにしています。

志望者へのメッセージ


